医療安全管理体制チェックリスト

【医療安全管理体制一般】　　　　　　　　　　　　　　　施設名　　　　　　　　　　　
	項　　目
	概　　　　要
	結　　果

	医療安全管理指針の整備
	医療安全管理のための指針が作成されているか。
	有（H　　.　　）・無
基本理念、委員会、職員研修、事例報告制度、

	
	
	事故発生時の対応等

	患者への指針の閲覧
	閲覧に関する考え方の規定はあるか
	有　・　無

	　・　マニュアルの策定
	個別の医療行為に関する事故防止マニュアル等は策定されているか。
	· 人工呼吸器

· 輸血

· 輸液ポンプ

· 注射

· 処方・与薬

· 麻酔・手術

· 酸素吸入

· 気管切開

· 転落・転倒防止

· 入浴
· その他
（　　　　　　　　　　　）

	安全管理委員会(※１)
	
	

	委員会の設置
	委員会はいつ、設置したか。
	有（H　　.　　）・無

	· 委員会の管理・運営
	委員会の管理・運営の規定はあるか。
	有　・　無

	· 委員会の責任者
	委員会の責任者の役職はだれか。
	

	· 委員会の構成員
	委員会の構成員は各部門責任者で構成されているか。
	有　・　無

・人数　　　　　　名

	· 委員会の開催頻度
	委員会はどの程度、開催する（予定）か。
	回／月

	· 委員会の議事録
	委員会の議事録を作成しているか
	有　・　無

	· 職員への周知
	議事録の内容等を職員にフィードバックしているか
	有　・　無

	· 推進責任者の設置
	安全管理対策の推進責任者（リスクマネージャー）を設置しているか
	有　・　無

	· 問題発生時の委員会開催
	事故等の発生時に臨時的に開催したか。
	有（　　　　回）・無

	安全管理のための職員研修
	
	

	・　研修の実施状況
	職員研修はどの程度実施されているか。
	実施回数　　　　回／年

	・　研修内容
	どのような研修内容か。
	・

・

・

	項　　目
	概　　　　要
	結　　果

	・　研修記録
	記録を作成（日時、出席者、内容等）し、参加できない職員に周知しているか
	有　・　無

	事故事例の報告及び分析
・　事故等の事例報告制度
	最近2年間の報告状況は何件か。

※医療事故調査制度該当案件のみだけでなく、医療安全管理委員会へ報告する案件等も含む
	・件数

今年度　　　　　　件

昨年度　　　　　　件

	・　報告の様式
	報告書様式が定められているか。
	有　・　無

	・　報告対象となる範囲
	ｱｸｼﾃﾞﾝﾄ・ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄ事例報告の対象となる事例は、どのような範囲か。
	事故レベル（※）

0・Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ

	・　報告のルート・手順
	報告ルート・手順を定めているか。
	有　・　無

	・　重大問題発生時の報告
	問題発生時はその都度報告しているか。
	有　・　無

	・　事故報告の作成方法
	事故報告は、全ての関係部門の諸記録に基づき作成されているか。
	有　・　無

	・　報告事例の収集、整理
	報告事例は一元的に収集され、分析に活用できるよう整理されているか。
	有　・　無

	・　報告事例の分析
	報告事例を定性分析、定量分析しているか。
	有　・　無

	・　再発防止策の検討
	分析に基づき事故等の再発防止策は委員会で検討・策定しているか。
	有　・　無

	・　職員への周知
	分析結果や防止策を職員に周知しているか。
	有　・　無

	患者からの相談への対応

・　患者相談窓口の整備
	患者の相談に応じる院内の第3者機関を設置しているか。（相談室等）
	有　・　無

	・　相談担当者
	相談の担当者が配置されているか。
	有　職種

（　　　　　　　）

無　主な対応者　

　　（　　　　　　　）　　　

	防犯体制の整備
	防犯体制整備を具体的に図っているか。
・防犯マニュアルの策定

・不審者・部外者のチェック

・防犯カメラの設置

・その他（　　　　　　　　　　　　）　
	有　・　無
有　・　無

有　・　無




※１安全管理委員会に関する項目は無床診療所については、非対象。

※２事故レベル

レベル0：患者に対しある医療行為が実施されなかったが、仮に実施されたとすれば、何らかの被害が予想される場合。

レベルⅠ：患者に対し問題のある医療行為が実施されたが、結果的に被害がなく、またその後の観察も不要である場合。

レベルⅡ：事故により患者に何らかの変化が生じ、観察の強化及び検査の必要性が生じた場合。又は事故による患者への直接的な影響はなかったが、何らかの影響を与えた可能性があり、観察の強化や心身への配慮が必要な場合。

レベルⅢ：事故のために治療の必要性が生じた場合。又は治療のための入院日数が増加した場合。

レベルⅣ：事故による障害が長期にわたると推測される場合。又は生命の危機等深刻な病状悪化をもたらす場合。

レベルⅤ：事故の結果、患者が死亡した場合。
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